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活力ある北広島のために活力ある北広島のために

　

平
成

　

平
成
1717
年年
1010
月
に
、
４
つ
の
基
本

月
に
、
４
つ
の
基
本

目
標
と
１
１
０
項
目
か
ら
な
る
行
財

目
標
と
１
１
０
項
目
か
ら
な
る
行
財

政
構
造
改
革
の
実
行
計
画
を
決
定
し

政
構
造
改
革
の
実
行
計
画
を
決
定
し

て
か
ら
、
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

て
か
ら
、
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

い
ま
、
市
は
具
体
的
な
行
動
目
標

　

い
ま
、
市
は
具
体
的
な
行
動
目
標

に
向
か
い
、
年
度
ご
と
に
作
業
を
進

に
向
か
い
、
年
度
ご
と
に
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

め
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成

　

こ
こ
で
は
、
平
成
1717
年
度
の
取
り

年
度
の
取
り

組
み
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

組
み
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成18年４月の状況
内訳（計画策定時）

実施予定 一部実施予定 調査検討予定

実施したもの  7 1 1 5

一部実施したもの 36 9 6 21

調査検討を継続するもの 67 1 3 63

合　　　計 110 11 10 89

実行計画の進行状況（平成18年４月現在）実行計画の進行状況（平成18年４月現在）

　

行
政
へ
の
市
民
参
加
・
協
働
の
推
進
、

市
民
と
の
行
政
情
報
の
共
有
を
進
め
て
い

ま
す
。

●
今
年
の
４
月
に
市
民
協
働
推
進
課
を
設

置
し
、
市
民
と
の
協
働
を
推
進
し
て
い
く

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

市
民
の
意
見
を
よ
り
反
映
し
た
市
政
運

営
を
進
め
る
た
め
に
、
市
政
へ
の
「
市
民

参
加
」
や
「
市
民
と
の
協
働
」
の
あ
り
方

を
具
体
化
す
る
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
市
民
参
加
条
例
を
つ
く
る
た

め
の
委
員
を
募
集
し
た
際
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
月
一

回
の
ペ
ー
ス
で
精
力
的
に
検
討
を
進
め
て

　

情
報
公
開
に
よ
る
政
策
の
透
明
性
や
事

務
事
業
評
価
に
よ
り
、
事
業
の
選
択
や
改

善
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
４
４
７
件
の
継
続
事
業
と
38

件
の
新
規
事
業
を
評
価
し
、
こ
の
３
年
間

で
事
務
事
業
の
評
価
業
務
を
、
ほ
ぼ
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

事
業
の
効
率
性
・
有
効
性
な
ど
か
ら
評
価

を
数
値
化
し
、
優
先
度
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
よ
う
な
方
法
を
確
立
す
る
た
め
に
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

②

政
策
評
価
の
推
進

市
民
参
加
・
協
働
の
推
進

健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

お
り
、
会
議
の
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
市
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
や
問
い
合
わ
せ

を
ま
と
め
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
よ
く

あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。

●
市
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
暮

ら
し
に
必
要
な
手
続
き
や
現
在
進
め
て
い

る
市
の
取
り
組
み
、
市
内
見
学
や
体
験
講

習
も
含
め
１
５
２
項
目
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ

る
出
前
講
座
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

補
助
金
や
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
、

民
間
経
営
の
手
法
の
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
市
内
公
共
施
設
使
用
料
な
ど
の
見
直
し

案
を
公
表
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

●
将
来
的
に
利
用
予
定
の
な
い
市
有
地
に

つ
い
て
は
売
却
を
進
め
、
昨
年
度
中
に
約

５
４
０
０
万
円
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
し
尿
処
理
を
し
て
い
る

道
央
地
区
環
境
衛
生
組
合

で
は
、
経
費
節
減
効
果
が

期
待
で
き
る
処
理
業
務
部

門
の
一
部
委
託
に
つ
い
て
、

組
合
の
事
業
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。



問合せ　改革推進課（☎ 372-3311 内線 881）問合せ　改革推進課（☎ 372-3311 内線 881）
③

　

行
財
政
構
造
改
革
で
目
標
の
一
つ
に

掲
げ
て
い
る
「
市
民
参
加
・
協
働
の
推

進
」
に
詳
し
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
北
海
道

会
議
の
理
事
を
務
め
て
い
る
大
滝
和
子

さ
ん
に
、
市
の
行
革
・
実
行
計
画
の
進

行
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

〜
改
革
の
目
標
に
あ
る
「
協
働
の
推

　

進
」
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

活
動
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か

　

せ
く
だ
さ
い

大
滝　

市
民
生
活
を
維
持
す
る
う
え
で
、

す
で
に
行
政
だ
け
で
は
立
ち
行
か
な
い

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
て
、
介
護
保
険
で

も
制
度
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
を
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
て
い

る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

〜
市
の
行
革
の
実
行
計
画
を
見
た
感

　

想
は
い
か
が
で
す
か

大
滝　

北
広
島
市
の
特
色
が
見
え
て
こ

な
い
の
が
残
念
で
す
ね
。
負
担
が
増
え

る
改
革
の
後
に
ど
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

い
て
い
る
の
か
、
今
の
負
担
増
加
が
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
投
資
に
な
る

と
い
う
視
点
で
知
ら
せ
て
も
ら
え
る
と

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

〜
実
行
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
ど

　

う
で
す
か　

大
滝　

小
さ
な
こ
と
に
も
取
り
組
む
姿

勢
は
い
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
項
目
が

多
い
と
全
体
的
に
危
機
感
が
な
い
な
と

い
う
印
象
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

〜
改
革
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
ど

　

う
で
す
か

大
滝　

昨
年
の
10
月
に
始
ま
っ
た
ば
か

り
な
の
で
、
ま
だ
差
し
障
り
の
な
い
項

目
し
か
終
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。

平
成
19
年
度
ま
で
に
多
く
の
改
革
が
実

現
す
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

〜
今
後
改
革
に
盛
り
込
ん
で
い
く
と

　

し
た
ら
ど
ん
な
内
容
を
期
待
し
ま
す
か

大
滝　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
現
場
ま

で
降
り
て
き
て
、
「
市
民
の
大
変
さ
」
を

理
解
し
て
政
策
を
考
え
て
ほ
し
い
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
段
階
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
が
か
か
わ
っ
て
い
く
仕
組
み
が

で
き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

〜
何
か
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り

　

ま
す
か

大
滝　

改
革
項
目
の
中
に
あ
る
任
期
付

き
職
員
採
用
制
度
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
係
者

を
採
用
す
る
と
か
、
逆
に
市
の
職
員
が
、

も
っ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
る
と
垣
根
が

低
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

　

改
革
の
実
行
計
画
も
随
時
見
直
し
を

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
話
を
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
実
行
計
画
各
項
目
の
平
成
17
年
度
の
実
施
状
況
は
、

「
行
財
政
構
造
改
革
実
行
計
画
・
進
行
管
理
票
」
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
各
出
張
所
に
印
刷
物
を
配
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
民
間
活
力
の
導
入
や
職
員
数
の
適
正
管

理
、
職
員
給
与
制
度
の
見
直
し
、
人
材
の

育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
平
成
18
年
４
月
の
組
織
改
編
で
は
、
市

の
政
策
を
効
率
よ
く
実
施
し
て
い
く
た
め

に
部
や
課
の
新
設
・
統
廃
合
、
名
称
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。

●
民
間
活
力
導
入
の
点
か
ら
、
北
広
島
駅

の
東
西
駐
車
場
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
４
月
か
ら
民
間
の
管
理
者
に
よ
る

運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、「
保

育
園
活
性
化
、
民
営
化
計
画
」
を
策
定
し
、

実
施
に
向
け
て
大
曲
保
育
園
で
保
護
者
説

明
会
を
始
め
て
い
ま
す
。

●
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
将

来
的
に
民
間
に
よ
る
包
括
業
務
委
託
を
目

指
し
、
担
当
主
査
を
配
置
し
て
準
備
を
本

格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

●
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
４
月

ま
で
に
行
財
政
構
造
改
革
大
綱
の
目
標
数

値
33
人
の
削
減
に
向
け
、
平
成
17
年
度
は

22
人
の
退
職
者
に
対
し
、
採
用
者
は
７
人

と
し
ま
し
た
。

●
４
月
１
日
か
ら
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
市

民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
土
・
日
曜
、
祝

日
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
改
革
推
進

NPO 推進北海道会議
理事　大滝和子さん

番号 改革項目 実　施　の　内　容
35 機能訓練教室事業の見直し 送迎費用の一部に自己負担制度を導入した。

46 中長期の財政推計の実施 平成17年度から26年度までの財政推計を実施。将来的な財
政環境の変化に合わせ、推計の修正を行う体制が整った。

62 給食センター業務の委託拡大 給食センターのボイラー業務について、委託化より有利な
非常勤化を実施した。

86 契約事務の一元化 水道事業の工事に関する契約事務を契約課で実施し、事務
の効率化を図った。

98 総合調整機能の強化
市長の政策判断を補佐する体制の強化を図った。庁内ネッ
トワークを活用して、この決定事項を周知し、職員間の情
報共有を行った。

105 高齢者祝福事業の廃止 条例改正を行い、今年度から段階的に縮小を実施。

106 福祉タクシー助成事業の見直し 障がい者の外出支援方法に、ガソリンチケットの支援方法
を導入し、タクシーチケットとの選択ができるようになった。



◆
北
広
島
市
の
高
齢
者
人
口

　

高
齢
化
率
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
中
、

北
広
島
市
で
の
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
数
は
、
平
成
18
年
３
月
末
現
在
で
１

万
７
４
７
人
、
高
齢
化
率
は
17
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
度
と
比
べ
る

と
５
０
４
人
増
え
、高
齢
化
率
も
０
・
７
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
認
定
な
ど
の
状
況

　

介
護
保
険
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
と

は
異
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前
に

日
常
生
活
で
支
援
や
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
認
定
状
況
は
、
平
成
18

年
３
月
末
現
在
で
65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
１
万
７
４
７
人
の
う
ち
１
８
４
３

人
で
、
高
齢
者
の
約
６
人
に
１
人
の
割
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
全
体
の
認

定
者
数
は
１
９
３
３
人
（
40
歳
以
上
65
歳

未
満
の
第
２
号
被
保
険
者
90
人
を
含
む
）

で
、
平
成
16
年
度
に
比
べ
１
３
４
人
増
え

認定者 要支援 要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５ 合計 備　　考

第１号被保険者 378 661 289 191 140 184 1,843 65歳以上
65歳以上75歳未満 76 145 44 34 25 31 355

75歳以上 302 516 245 157 115 153 1,488
第２号被保険者 8 33 25 10 7 7 90 40歳以上65歳未満
合　　計 386 694 314 201 147 191 1,933
割　　合 20.0％ 35.9% 16.2％ 10.4％ 7.6％ 9.9％ 100％
計画人数 313 583 363 169 135 225 1,788

図１　要介護（要支援）認定者数（平成18年３月31日現在）

④

　

病
院
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
居
宅
で

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
相

談
を
受
け
、
そ
の
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い

く
の
が
わ
た
し
た
ち
の
仕
事
で
す
。
そ
し
て
、
介

護
を
必
要
と
す
る
人
を
社
会
で
支
え
る
こ
と
、
本
人

の
能
力
を
最
大
限
に
生
か
し
て
支
え
る
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
利
用
者
本
人
の
生
活
課
題
は
何
な
の

か
を
的
確
に
把
握
し
て
、
見
誤
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ

が
大
事
な
ん
で
す
が
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
な
ん
で

す
。
人
に
よ
っ
て
は
遠
慮
さ
れ
た
り
、
任
せ
る
と
い

う
方
も
お
ら
れ
て
、
積
み
重
ね
て
い
か
な
い
と
本
当

の
と
こ
ろ
を
な
か
な
か
聞
け
な
い
ケ
ー
ス
も
よ
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、「
買
い
物
に
行
け
な
い
」
と
し

た
場
合
、
行
け
な
い
の
か
行
き
た
く
な
い
の
か
、
根

本
的
な
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。「
な
ぜ
」
を
突

き
止
め
な
け
れ
ば
、
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ま
す
ま
す
大

事
に
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
の
付
き
合
い
、
隣
近
所

で
の
助
け
合
い
で
困
っ
た
と
き
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

こ
と
な
ど
を
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
軽
い
う

ち
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
場
合
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
を
、
地
域
で

市
民
と
行
政
と
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
て
進
め
る
こ

と
が
今
必
要
で
す
。

藤田一磨さん（市内病院勤務・石狩市在住）



て
い
ま
す
。
要
介
護
度
別
の
内
訳
は
、
図

１
の
と
お
り
で
す
。

　

認
定
を
受
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
平
成
18
年
２
月
末
現
在
で
居

宅
（
在
宅
）
サ
ー
ビ
ス
が
９
７
５
人
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
が
２
８
２
人
で
合
計
１
２
５

７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
度
と

比
べ
る
と
、
居
宅
が
72
人
（
約
８
％
）
増

加
し
、
施
設
は
28
人
（
約
９
％
）
減
少
し

て
い
ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の

減
少
は
、
平
成
17
年
３
月
で
療
養
型
医
療

施
設
の
一
つ
が
介
護
療
養
型
か
ら
医
療
型

へ
転
換
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
居

宅
と
各
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
割
合
は
、
図
２

の
と
お
り
で
す
。

◆
居
宅
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
利
用
率

（
要
介
護
度
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
支
給

限
度
額
に
対
す
る
平
均
の
利
用
割
合
）
か

ら
見
て
み
る
と
、
平
成
17
年
度
は
約
40
％

と
な
っ
て
お
り
、
16
年
度
と
比
べ
る
と
１
・
３

％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
量
の
少
な
い
利
用
者
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
第
２
期

事
業
計
画
で
見
込
ん
だ
利
用
率
を
約
12
％

下
回
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
で
は
、
訪

問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
は
、

平
成
17
年
２
月
の
利
用
者
数
４
２
４
人
に

対
し
て
、
18
年
２
月
に
は
４
６
０
人
と
着

実
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年

度
の
月
平
均
利
用
者
も
約
４
５
５
人
で
、

計
画
を
22
％
上
回
り
ま
し
た
。
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
平
成
17
年
２
月

の
利
用
者
数
３
９
９
人
に
対
し
て
18
年
２

月
は
４
１
５
人
と
な
り
、
計
画
の
約
90
％

の
利
用
と
な
り
ま
し
た
。
短
期
入
所
生
活

介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
は
前
年
度
に

比
べ
て
特
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
平
均

利
用
者
数
は
66
人
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
の
年
度
別
利
用
者
数
（
月
平
均
）

は
、
図
３
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、訪
問
看
護
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
減
少
か
横
ば
い
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
改
修
や
福

祉
用
具
購
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
20
件
、
10

件
と
、前
年
度
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
。

居宅介護
（支援）
サービス

施設介護
サービス 合　計介護老人

福祉施設
介護老人
保健施設

介護療養型
医療施設

人　数 975 282 （111） （105） （66） 1,257
割　合 77.6％ 22.4％ （8.8％） （8.4％） （5.3％） 100％

図２　居宅介護サービス・施設サービスの利用割合
（平成18年３月31日現在）

訪問介護（ホーム
ヘルプサービス）

通所介護（デイ
サービス）

短期入所生活介護
（ショートステイ）

平成12年３月 132　 236　 45　
平成12～14年度

平均 240　 289　 50　

平成15年度平均 358　 341　 66　
平成16年度平均 424　 394　 67　
平成17年度平均 455　 425　 66　
計画目標数値 374　 466　 110　

図３　訪問介護・通所介護・短期入所生活介護の年度別利用者数

＊居宅介護サービスの利用者は、訪問通所系・短期入所系サービスの利用者
　のほか、単品サービス（福祉用具購入・住宅改修・居宅療養管理指導など）
　の利用者も含まれています。

⑤

上井清人さん（松葉町在住）

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
委
員
と
し
て
、
計
画
づ
く

り
に
参
画
し
ま
し
た
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
最
も
幸
せ
な

こ
と
で
あ
り
自
然
な
こ
と
な
ん
で
す
。
介
護
保
険
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
７
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
計
画
で
は
、
地
域
生
活
重
視
の
施
策
が
た
く
さ
ん

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
介
護
予
防
で
す
。
生
活
圏
域

を
５
つ
に
分
け
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と

し
て
高
齢
者
の
地
域
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
３
年
間
で
の
大
き
な
成
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
高
齢
化
率
が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
地
域
で
偏
り
が
あ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、

サ
ー
ビ
ス
に
偏
り
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
地
域
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。
行

政
と
市
民
が
協
力
し
て
、
福
祉
を
根
幹
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
、こ
れ
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
と
も
に
支
え
合
い
、つ
く
り
育
て
る
地
域
の
輪
。

あ
な
た
ら
し
く
わ
た
し
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」。
少
子
高
齢
化
の
福
祉
対
応
こ
そ

が
地
方
自
治
の
根
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
を
含
め
高
齢
者
は
、
積
極
的
に
地
域
と

か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。



◇問合せ　高齢者支援課（☎ 372-3311 内線 818）
⑥

◆
施
設
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
保
険
施
設
ご
と
に
、
平
成
17
年
度

計
画
目
標
人
数
（
月
平
均
）
を
比
較
し
て

み
る
と
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
１
２
５

人
の
計
画
に
対
し
て
１
１
４
人
、
介
護
老

人
保
健
施
設
は
１
０
２
人
の
計
画
に
対
し

て
92
人
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
１
３

５
人
の
計
画
に
対
し
て
65
人
が
利
用
し
ま

し
た
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
全
体
で
は
、
３
６

２
人
の
計
画
に
対
し
て
２
７
１
人
の
利
用

と
な
り
、
計
画
を
91
人
下
回
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
費
用
額
で
み
る
と
２
億
４
６

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
占
め
る

要
介
護
度
別
の
利
用
状
況
は
、
図
４
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
老
人
福
祉

施
設
は
、
要
介
護
度
が
重
く
な
る
に
つ
れ

て
利
用
割
合
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
特
に
、
最
も
重
度
の
要
介
護
５
の

方
が
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
介

護
老
人
保
健
施
設
で
は
、
要
介
護
１
・
２

の
比
較
的
軽
度
の
方
が
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。
最
後
に
介
護
療
養
型
医
療
施
設

で
は
、
ほ
か
の
２
施
設
と
比
べ
て
も
要
介

護
５
の
方
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

全
体
的
な
割
合
で
は
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
と
似
た
よ
う
な
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
在
宅
サ
ー

ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
図
る

た
め
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
食
費
や
居

住
費
が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
伴
い
、
低
所
得
者
の
施
設
利

用
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
創
設
し
、
利
用
者
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆介護支援専門員実務研修受講試験◆
●日時　10月22日㈰　午前10時から
●会場　札幌市ほか道内５カ所
●受験案内・申込書　７月10日～８月15日で、
　市役所高齢者支援課と各保健福祉事務所、北
　海道社会福祉協議会で配布
●受験申込み　７月14日～８月15日に、　郵送
　で北海道社会福祉協議会福祉人材部研修教務
　課（〒 060-0002 札幌市中央区北２条西７丁
　目１北海道社会福祉総合センター）
●問合せ　高齢者支援課（内線 821）か北海道
　社会福祉協議会福祉人材部研修教務課
　（☎ 241-3976）　

◆
保
険
事
業
の
運
営
状
況

　

市
で
は
、
計
画
で
見
込
ん
で
い
る
事
業

費
と
平
成
16
年
度
の
決
算
見
込
み
を
基
に
、

17
年
度
の
予
算
を
組
ん
で
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
決
算
で
は
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
計
画
を
約
10
％
上

回
る
伸
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
利
用
者
が
計
画
を
下
回
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
保
険
給
付
全
体
で
は

計
画
を
約
０
・
６
％
下
回
り
ま
し
た
。
費

用
額
で
は
、
平
成
16
年
度
で
21
億
２
６
０

０
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
17
年
度
で
は
19

億
６
９
０
０
万
円
と
１
億
５
７
０
０
万
円

ほ
ど
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
２
期
事

業
計
画
の
事
業
運
営
は
比
較
的
安
定
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

図４　介護度別利用状況
（平成17年10月利用分）

●介護老人
　福祉施設

●介護老人
　保健施設

●介護療養型
　医療施設

　手続きなどが変わりました
●福祉用具の購入について
　北海道が指定する事業所で購入しなければ、給
　付対象外となります。指定事業所で購入すると
　利用者負担は１割（支給限度額10万円）です。
●住宅改修について
　すべての申請に事前申請制度ができました。事
　前申請のないものは原則給付できなくなりまし
　た。利用者負担は１割（転居などの場合を除き、
　支給限度額は20万円）です。事前申請とは、そ
　の改修工事が対象となるかどうかを着工前に確
　認するための制度です。
＊事前に必ずお問い合わせください。



■問合せ　児童家庭課（☎ 372-3311 内線 814）
⑦

　

北
広
島
市
に
は
、
仕
事
や
通
院
、
家
族
の
急
な
病
気

や
介
護
な
ど
で
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
養
育
が
困
難
な
と

き
に
、
す
み
れ
保
育
園
で
の
一
時
保
育
や
児
童
養
護
施

設「
天
使
の
園
」や「
北
光
社
ふ
く
じ
ゅ
園
」で
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
を
利
用
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
間
や
年
齢
な
ど
の
条
件
が
合
わ
ず
、
制

度
を
利
用
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
る
方
が
い
る
の
も
現

状
で
す
。
そ
こ
で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

子
育
て
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

市
と
厚
生
労
働
省
の
外
郭
団
体
「
㈶
21
世
紀
職
業
財

団
」
北
海
道
事
務
所
と
の
共
催
で
、
６
月
１
日
か
ら
９

日
ま
で
に
全
５
回
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
44
人
が
参
加
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
心
構
え
や
子
ど
も
の
心
と
身
体
、
食
事
、
病
気
、
緊

急
時
の
対
策
と
応
急
処
置
、
そ
し
て
、
子
ど
も
の
遊
び

と
遊
ば
せ
方
な
ど
を
専
門
家
か
ら
学
び
、
子
ど
も
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
知
識
や
技
能
を
習
得
し
ま
し
た
。

◆
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
？

　

講
習
会
を
修
了
し
て
、
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
「
㈶
21
世
紀

職
業
財
団
」
北
海
道
事
務
所
に
登

録
し
た
方
が
、
育
児
に
お
困
り
の

と
き
に
有
償
で
子
育
て
を
支
援
し

ま
す
。

◆
ど
ん
な
と
き
に
？

●
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
開
始

前
や
終
了
後
に
…
。

●
子
ど
も
が
軽
度
の
病
気
で
保
育

施
設
を
利
用
で
き
な
い
と
き
や
施

設
の
休
日
の
と
き
に
…
。

●
地
域
や
団
体
な
ど
の
行
事
の
時
に
…
。

●
親
の
代
わ
り
に
保
育
園
な
ど
へ

の
送
迎
が
必
要
な
と
き
に
…
。

◆
利
用
す
る
に
は
？

　

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
に
、
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
北
海

道
事
務
所
の
フ
レ
ー
フ
レ
ー
テ
レ

ホ
ン
（
☎
707
〜
２
０
２
０
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
支
払
い
や
条
件
は
？

　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
利
用
者
が
、
時

間
や
条
件
、
報
酬
金
額
を
話
し
合
っ

て
決
め
る
個
人
契
約
で
す
。

➡「現在、子育てボランティアとして子どもたちと接しているので、新たな気
　持ちで基礎知識を学ぶために参加しました。特に子どもを含めた生活環境・
　保護者とのかかわりを学びたかったんです。子育てサポート制度は、とても
　大事なことだと思います。ただ、本当に支援を求めている人と親の身勝手で
　預けることは違うと思うんですよ…。本当に大事なのは子どもにとって何が
　一番幸せなのかですよね」　大西登志子さん（大曲在住）

「子育てサークル『マーマリード』
で保育サポートをしています。講習
会の内容はとても興味深く、勉強に
なりました。現在、保育サポーター
が足りなく十分な対応ができていま
せん。気軽に地域で助け合えるよう
になればいいですね。まだまだ未熟
なので、毎月勉強会などをやってい
ます。みなさんのご協力をお願いし
ます」　曽根美幸さん（白樺町在住）
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区分 一部負担金
■４歳未満の方
■４歳以上で道
　市民税非課税
　世帯の方

○初診時一部負担金
　・医科 580 円
　・歯科 510 円
　

■４歳以上で道
　市民税課税世
　帯の方

○医療費の１割相当額
　１カ月に自己負担限度額（入院
　40,200 円・外来 12,000 円）を
　超えたときは申請により超えた
　分の医療費を支給

＊保険対象外の費用（薬の容器代、入院時の病衣代、
食事代など）は自己負担になります。

＊保険対象外の費用（薬の容器代、入院時の病衣代、
食事代など）は自己負担になります。

　下記の要件に該当する方に通院や往診に要する交通
費を助成します。
■要件（下記の①～③のすべてに該当する方が対象に
なります）
①３歳以上の重度心身障害者医療、ひとり親家庭等医
　療の児童や４歳以上の乳幼児医療の受給者（65歳以
　上の受給者証を交付されていない重度心身障害者を
　含む）
②慢性的な疾病などにより医療機関などに定期的・長
　期的に通院や往診を受ける必要のある方
③道市民税が均等割だけ課税されている世帯に属する
　方（８月１日以降は、平成18年度の課税状況で判定）
■助成内容
　利用した交通機関（自動車を含む）の往復の運賃や
料金などの相当額で、１カ月 2,000 円を限度に年２回
に分けて助成します。
＊手続き方法など、詳しくはお問い合わせください。

重度心身障害者等通院交通費助成制度
◇今年から受給者証の更新が 10月から８月に変更に
　なりました。
◇８月１日以降は平成 18年度の課税状況（平成 17
　年中の所得）で資格判定をします。
◇８月以降も受給資格のある方には、７月末までに
　新しい受給者証が送られます。
◇１月２日以降の転入者などで、資格判定に書類提
　出が必要な方には連絡を差し上げます。
申請内容（住所、健康保険等）に変更がある場合は、
必ず変更の届け出をしてください。

◇乳幼児医療費助成の所得制限が変わりました
　平成 18年４月から所得制限が引き上げられました。
　金額など、詳しくはお問い合わせください。
◇自己負担限度額が変わります（予定）
　平成 18年 10月から１割負担者の入院時の自己負
　担限度額が変更になる予定です。

現行 10月から (予定 )
自己負担限度額 40,200 円 44,400 円

（道老）
　昭和 14年７月 31日以前に生まれた 69歳までの
方で、特定の要件に該当する方は医療費の一部負担
金の割合の軽減が受けられます（８月１日更新）

＊世帯条件などの確認ができ
ないため、該当するかどうか
の個別通知はしていません。
詳細はお問い合わせください。（市老）

　昭和 14年７月 31日以前に生まれた 68歳・69歳
の方で、特定の要件に該当する方は医療費の一部負
担金の割合の軽減（市内の医療機関だけ）が受けら
れます（８月１日更新）

区分 一部負担金
■３歳未満の方
■３歳以上で道
　市民税非課税
　世帯の方

○初診時一部負担金
　・医科 580 円
　・歯科 510 円
　・柔道整復 270 円

■３歳以上で道
　市民税課税世
　帯の方

○医療費の１割相当額
　１カ月に自己負担限度額（入院
　40,200 円・外来 12,000 円）を
　超えたときは申請により超えた
　分の医療費を支給

制度名 受給資格 負担内容 注意事項

重度心身
障害者医
療費助成

身体障害者手帳
１・２級、３級
の一部（内部疾
患）の方、重度
の知的障害者（療
育手帳Ａ判定）
の方など

●所得制限があります。
●65歳からは老人保健法の対象と
　なるので手続きが必要です。
●65歳以上の課税世帯の方で、老
　人保健が１割自己負担の方は同
　じ助成内容なので、重度心身障
　害者医療費受給者証は交付され
　ません。

ひとり親
家庭等医
療費助成

母子家庭、父子
家庭などで18歳
未満の子を扶養
や監護している
母・父・その子

●所得制限があります。
●父や母は入院だけ助成。
●子どもが18歳に到達しても、そ
　の子を扶養し所得制限内であれ
　ば、申請により20歳になるまで
　引き続き助成が受けられます。

乳幼児医
療費助成

小学校就学前（６
歳に達した日以
降の最初の３月
31日まで ) の乳
幼児

●所得制限があります。
●市外の病院などで受診したとき
　は受給者証は使えません。病院
　や調剤薬局などの窓口で一時払
　いをした後、支給申請をしてく
　ださい。
●支給申請の際には領収書・印鑑・
　受給者証をお持ちになり、月ご
　とにまとめて申請してください。
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● 75 歳以上の方
● 65 歳以上 75歳未満で一定の障がいのある方

老人保健法による医療給付（医療助成）
を受けることができる方

問合せ　市民課（☎ 372-3311　内線 730）

■「一部負担金の割合」の判定について
　現在お持ちの老人保健法医療受給者証の一部負
担金の割合が１割、または２割（一定以上所得者）
となっていますが、この一部負担金の割合は毎年
８月１日に前年（１月１日から 12月 31日まで）
の所得などにより判定することとなっています。

一部負担金の割合が変わる方には…
→　一部負担金の割合を変更した新しい受給

　　者証を７月末までに送付します。

一部負担金の割合に変更がない方には…
→　受給者証は送付しませんので現在お持ち

　　の老人保健法医療受給者証をそのままお

　　使いください。

今
回
の
判
定
で

＊税法上の経過措置対象者（８月から）
老年者の住民税非課税措置の廃止により、２年間の経過措置として前年の合計所得金額が 125 万円以下
であって平成 17 年１月１日現在において 65 歳以上の住民税を課税されている方と同一世帯の住民税非
課税の老人医療受給者は、低所得者の限度額の適用を受けることができます。

■ 減額認定証の申請について
　入院される際に「限度額適用・標準負担額減額認定
証」の交付を受けた場合、入院時の患者負担限度額や
食事負担が少なくなります。
　減額認定証をお持ちでない方で世帯全員が住民税非課
税の方か、「税法上の経過措置対象者」であれば、減額
認定証を申請し交付を受けることができます。

■減額認定証の更新について
　「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期限が７月
31日までとなっています。
　現在、減額認定証を持っている方には７月上旬に申請書
を送付しますので、更新の手続き（申請）をしてください。
　ただし、属する世帯の世帯主と世帯全員が住民税非課税
である方か、「税法上の経過措置対象者」が対象となって
いますので、申請されても却下される場合があります。

　現役並みに所得のある一定以上所得者（住民税の課税所得が 145
万円以上）は、医療機関に支払う自己負担割合が引き上げられます。
平成 18年９月 30日までは２割　→　平成 18年 10 月１日から３割
　ただし、公的年金等控除の見直しと老年者控除の廃止により、
２年間の経過措置として、住民税の課税所得が 145万円以上 213
万円未満の方、または同一世帯の 70歳以上の方と老人保健対象
者が複数の場合は合算年収が 520 万円以上 621 万円未満、１人
の場合は 383 万円以上 484 万円未満の方で、申請により認めら
れた方は、自己負担割合が２割（10月から３割）であっても１
カ月の自己負担限度額は一般の限度額（外来（個人）12,000 円、
入院か入院＋外来（世帯単位）40,200 円（10月から 44,400 円））
となります。

一定以上所得者の自己負担割合が 10月から３割に変わります

■「一部負担金の割合」について
　病院での窓口負担は１割ですが、現役並みの所得のある方（一定以上所得者）は２割（10月から３割）を支払います。
　現役並みの所得のある方（一定以上所得者）とは、同一世帯に住民税の課税所得が 145 万円以上の 70歳以上の方
か老人保健対象者がいる方です。
　ただし、８月１日の判定で２割と判定された方でも、同一世帯の 70歳以上の方や老人保健対象者の収入が一定額未
満（一人の場合、年収３８３万円未満、二人以上の場合は年収５２０万円未満）の場合は老人保健基準収入額適用申請
書を提出することにより一部負担金の割合が１割となります。７月中に申請書を送付しますので、一定額未満の方は申
請してください。
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毎日、楽しんで、
木のおもちゃを作っています。

佐藤　良吾さん志津さん
さとう・りょうご　しず
北進町在住。二人合わせて
160 歳を超える。
毎日、楽しみながら木工な
どを行っている。
木のおもちゃは、こども発
達支援センターのほか、図
書館や福祉施設などにも贈
られている。

佐藤さんご夫婦が制作した「木のおもちゃ」

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
手
づ
く
り
の

『
木
の
お
も
ち
ゃ
』。
こ
の
お
も

ち
ゃ
は
、
佐
藤
さ
ん
ご
夫
婦
が

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
贈
っ
た

も
の
。

　
「
ぼ
け
防
止
に
、
毎
日
、
手

を
動
か
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
、
出
来
上
が
っ
た
ら
誰
か
に

も
ら
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
う

れ
し
く
て
…
。
わ
た
し
た
ち
の

生
き
が
い
で
す
」
と
口
を
そ
ろ

え
て
話
す
佐
藤
良
吾
さ
ん
と
妻

の
志
津
さ
ん
。

「
平
成
11
年
に
北
広
島
に
引

っ
越
し
て
来
た
ん
で
す

が
、
地
域
に
知
り
合
い
も
い
な

い
の
で
自
宅
で
趣
味
を
し
た
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
を
し
て
、
包
丁
研
ぎ
や
公
園

の
ベ
ン
チ
な
ど
の
修
理
、
糸
の

こ
を
使
っ
て
の
木
工
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
昔
か
ら
手
先
が
器

用
だ
っ
た
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
始
め
た
ん
で
す
」
と
良
吾

さ
ん
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
包
丁
研
ぎ
や
糸
の
こ
を
使

っ
て
の
木
工
に
は
、
佐
藤
さ
ん

の
腕
前
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

こ
の
木
工
作
品
が
『
木
の
お
も

ち
ゃ
』。

　
「
図
書
館
で
木
工
の
本
を
見

つ
け
た
ん
で
す
。
と
て
も
か
わ

い
ら
し
い
動
物
の
置
き
物
で
し

た
。
見
て
い
る
う
ち
に
、
や
っ

て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
ん
で

す
。
ど
う
せ
暇
で
し
た
か
ら
」

知
り
合
い
か
ら
木
材
を
譲
っ
て

も
ら
い
、
糸
の
こ
機
械
を
買
っ

て
、
本
を
見
な
が
ら
の
作
業
。

図
版
か
ら
型
紙
を
起
こ
し
、
木

を
切
り
、
や
す
り
や
サ
ン
ド
ペ

ー
パ
ー
を
か
け
、
色
を
付
け
る

本
格
的
な
物
。
ま
た
、
分
か
ら

な
い
こ
と
は
本
の
著
者
に
手
紙

や
メ
ー
ル
で
確
認
し
た
。
こ
の

作
業
を
ご
夫
婦
共
同
で
行
う
。

佐
藤
さ
ん
ご
夫
婦
と
こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
出
会
い
は
、
平
成
14
年
。

　
「
最
初
は
図
版
が
あ
る
も
の

で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
手
馴
れ

て
き
た
こ
ろ
か
ら
は
妻
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
も

作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
て
い
る
内
に
、
ど
ん
ど
ん

お
も
ち
ゃ
が
貯
ま
っ
て
き
た
の

で
、
近
く
の
民
生
委
員
さ
ん
に

相
談
し
て
、
も
ら
っ
て
も
ら
う

と
こ
ろ
を
探
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
こ
が
こ
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
」

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
温

か
さ
い
っ
ぱ
い
の
動
物

の
親
子
や
小
さ
い
こ
ろ
誰
も
が

出
会
っ
た
お
と
ぎ
話
の
主
人
公
、

愛
ら
し
い
動
物
パ
ズ
ル
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
る
。

　
「
お
も
ち
ゃ
が
貯
ま
る
と
連

絡
を
し
て
、
も
ら
っ
て
も
ら
う

ん
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
作
っ

た
物
が
役
に
立
ち
、
喜
ん
で
も

ら
え
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
生

き
が
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す

佐
藤
さ
ん
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
佐
藤
さ

ん
か
ら
「
ど
ん
な
お
も
ち
ゃ
が

い
い
で
す
か
」
と
聞
か
れ
、
リ

ク
エ
ス
ト
し
て
作
っ
て
も
ら
っ

た
物
も
あ
る
と
の
こ
と
。

　

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
遊
ぶ
お

も
ち
ゃ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発

達
に
役
立
つ
知
育
教
材
と
し
て

今
日
も
活
躍
し
て
い
る
。



 

市制から10年

　

平
成
４
年
７
月
、
広
島
町
で
は
人
口

が
５
万
人
を
突
破
し
、
市
制
施
行
が
町

民
の
話
題
に
挙
が
る
な
ど
、「
市
」
へ

の
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

町
は
「
市
制
施
行
計
画
」
を
策
定
し
、

平
成
６
年
、「
市
制
準
備
室
」
を
新
設
。

そ
の
後
町
民
に
市
制
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
。
市
に
な
る
こ
と
に
賛
成
か
、

反
対
か
。
町
民
の
出
し
た
答
え
は
賛
成

86
％
に
対
し
、
反
対
６
％
と
、
賛
成
が

反
対
を
圧
倒
的
に
上
回
る
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
同
年
10
月
、
町
民
20
人
で
構

成
さ
れ
る
「
市
制
準
備
町
民
会
議
」
が

市制の施行日と新市名を伝える
広報きたひろしま（平成７年８月１日号）

「
手
編
み
ニ
ッ
ト
」

作品

阿部サキさん
（東共栄）

橋本恵子さん
（東共栄）
文
金子智子さん
（山手町）
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設
置
さ
れ
、
町
民
の
視
点
か
ら
市
制
施

行
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

平
成
７
年
２
月
に
市
名
の
公
募
が
行

わ
れ
、
高
校
や
Ｊ
Ｒ
の
駅
、
道
営
団
地

の
名
前
な
ど
で
親
し
ま
れ
て
い
た
「
北

広
島
市
（
１
１
２
２
通
）」
が
、
２
位

の
「
南
札
幌
市
（
２
９
３
通
）」
以
下

に
大
き
な
差
を
つ
け
る
結
果
と
な
る
。

広
島
県
人
た
ち
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
こ

の
町
の
歴
史
を
尊
重
し
た
い
、
と
の
意

見
も
多
数
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
市
制
施

行
住
民
説
明
会
が
各
地
で
開
か
れ
、
６

月
に
は
町
議
会
に
「
市
制
施
行
等
特
別

委
員
会
」
を
設
置
、
そ
し
て
「
市
の
名

称
と
市
制
施
行
日
に
関
す
る
決
議
」
を

可
決
す
る
な
ど
、
市
制
施
行
へ
向
け
、

町
は
一
丸
と
な
っ
て
大
き
く
動
き
始
め
た
。

　

平
成
８
年
に
入
り
、
北
海
道
に
申
請

し
た
「
町
を
市
に
す
る
処
分
」
は
道
議

会
で
こ
れ
を
可
決
。
そ
の
後
、
知
事
か

ら
市
制
施
行
の
決
定
が
伝
達
さ
れ
、
９

月
１
日
の
広
島
町
の
市
制
施
行
と
北
広

島
市
の
誕
生
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。

　

市
制
施
行
の
手
続
き
と
同
時
進
行
で

進
め
ら
れ
た
閉
町
式
と
開
市
式
、
市
制

施
行
記
念
式
典
が
８
月
31
日
・
９
月
１

日
に
開
催
さ
れ
た
。
記
念
事
業
は
翌
年

２
月
ま
で
続
き
、
そ
の
年
の
３
月
31
日
、

市
制
準
備
室
は
静
か
に
解
散
し
た
。

３

　

30
年
ぶ
り
に
開
封
さ
れ
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
。
こ
れ
は
、
大
曲
小

学
校
の
昭
和
51
年
度
卒
業
生
が
記

念
に
埋
め
た
も
の
。

　

卒
業
記
念
に
制
作
し
た
像
の
台

座
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
で
、
30

年
間
眠
っ
て
い
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
。
こ
の
日
の
た
め
に
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
、
か
つ
て
の
同
級
生
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
担
任
だ
っ
た
佐

藤
先
生
が
見
守
る
中
掘
り
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
書
い
た
寄
せ
書
き
や

一
人
一
人
の
手
形
、
当
時
の
新
聞

や
町
の
広
報
紙
の
ほ
か
、
宝
物
だ

っ
た
お
も
ち
ゃ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
が
入
っ
て
い
て
、
手
に
取
っ

た
卒
業
生
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
た

り
、
小
学
生
の
こ
ろ
の
瞳
で
見
入

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

27 1976 ～ 20061976 ～ 2006

市制施行と記念式典などの様子を伝える広報きたひろしま（平成８年 10 月１日号）

手前は模様が綺麗で涼しげなサマーニット
奥は編み込みが凝っている薄手のセーター

　

い
つ
の
ま
に
か
、
手
編
み
サ
ー
ク
ル
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
家
庭
に
あ
っ
た
糸
に
流

行
の
新
色
を
合
わ
せ
た
り
、
作
品
図
を
見
な

が
ら
頭
を
ひ
ね
っ
て
手
を
動
か
し
た
り
し
、

素
晴
ら
し
い
作
品
が
で
き
た
と
き
は
う
れ
し

い
限
り
で
す
。

　

会
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
作
品

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。



応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

消
防
署
で
は
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
市
民
の
方
に
応

急
手
当
を
し
て
い
た
だ
き
救
命
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
基
礎
的
な

応
急
手
当
を
指
導
し
ま
す
。
受
講

者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

７
月
19
日
㈬　

午
前
９
時

〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

定
員　

先
着
15
人

申
込
み　

７
月
12
日
ま
で
に
市
消

防
署
救
急
担
当
（
☎
373
〜
２
３
２

２
）、
消
防
署
大
曲
出
張
所
（
☎

377
〜
３
０
２
０
）、
消
防
署
西
の

里
出
張
所
（
☎
375
〜
３
１
１
９
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
373
〜
６
２
３
０
（
氏
名
、

生
年
月
日
、
連
絡
先
を
明
記
）

　

消
防
設
備
士
試
験

試
験
日　

８
月
27
日
㈰

会
場　

札
幌
市

種
類　

消
防
設
備
士
甲
種（
特
類
）

願
書
受
付　

７
月
11
日
か
ら
20
日

ま
で
に
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
北
海
道
支
部
（
〒
060
〜
８
６
０

３
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６
丁

目
２
〜
２
札
幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
12

階　

☎
205
〜
５
３
７
１
）

＊
願
書
は
市
消
防
本
部
、
消
防
署

大
曲･

西
の
里
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
消
防
本
部
予
防
課（
☎

373
〜
９
１
１
９
）

　

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

　
（
保
育
料
及
び
入
園
料
の
助
成
）

　

市
で
は
、
子
ど
も
を
幼
稚
園
に

通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
に
、
幼

稚
園
を
通
じ
て
保
育
料
と
入
園
料

の
助
成
（
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

各
幼
稚
園
で
申
請
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
が
、
市
外
の
幼
稚
園
に
通

園
し
て
い
て
幼
稚
園
か
ら
申
請
書

の
配
布
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

幼
稚
園
の
事
務
担
当
者
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
年
度
か

ら
２
歳
児
で
入
園
し
て
い
る
園
児

も
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

児
童
家
庭
課
（
内
線
８

０
１
）

エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

第
３
回
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
伴
い
、
北

進
通
・
広
島
公
園
通
・
共
栄
南
１

号
線
な
ど
で
の
一
般
車
両
の
通
行

が
規
制
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
ル

フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
（
札
幌
恵
庭
自
転

⑫

車
道
）
で
の
開
催
の
た
め
、
自
転

車
・
歩
行
者
の
皆
さ
ん
の
通
行
も

一
部
制
限
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
コ
ー
ス
誘
導

員
の
指
示
に
従
う
な
ど
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

規
制
日
時　

７
月
９
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
０
時
30
分

規
制
区
間　

●
北
進
通
、
広
島
公

園
通
（
ス
タ
ー
ト
時
）　

●
共
栄

南
１
号
線　

●
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド

問
合
せ　

体
育
課
（
内
線
８
９
０
）

携帯電話ホーム
ページアドレス
   http://k.city.
   kitahiroshima.
   hokkaido.jp/

二次元バーコード対応携帯電話の内蔵カメラ
で撮影すると、携帯電話用ホームページのア
ドレスを読み取ることができます。

ホームページアドレス
       http://www.city.
       kitahiroshima.hokkaido.jp/

日赤北広島市地区事務局
（社会福祉協議会  ☎ 372-1698）

■問合せ■

日本赤十字社は、国境、宗教、人種を超えて、さまざまな人道
的活動を支援しています。この活動は、「社員」として加入し
た皆さんからいただいた「社費」と、広く一般の皆さんから寄
せられた「寄付金」で支えられており、毎年７月の「赤十字運
動月間」を通じて自治会・町内会や法人などからご協力をいた
だいています。また、今年度からクレジットカード払いやコン
ビニエンスストア払い、イーバンク銀行での口座振替で受け付
けることができるようになりました。皆さんのご協力をお願い
します。詳しくは事務局までお問い合わせください。

妊娠中と出産後に各家庭に伺
います。
心配ごとや体調の確認を行っ
たり、乳児健診や予防接種の
案内などをしています。

市内の地区会館などで交流会
を行います。離乳食講座や親
子遊びの紹介、親子交流会な
ど楽しいプログラムを用意し
ています。
広報で日程をお知らせします。

３月、芸術文化ホールにて

各地区の母子保健推進員名は、母子健康手帳の交付時に皆さんにお知ら
せしています。不明な点や問い合わせは健康推進課までお願いします。

私たち母子保健推進員は、市から委嘱を受けて活動してい
ます。市全体で 30 人の母子保健推進員が、市内各地区を
担当しています。専門的な資格はありませんが、保健師と
連絡を取りながら、地域の子育て応援団として頑張ってい
ます。

市　役　所
　　　（代表）☎372-3311
西の里出張所　　☎ 375-3209
大曲出張所　　☎ 376-2530
西部出張所　　☎ 376-2103
団地住民センター　　☎ 372-0676
エルフィンパーク　　☎ 376-8880

高台町担当母子保健推進員
　　奥さよ子さん



　

陸
上
自
衛
隊
演
習

実
施
日
程　

７
月
３
日
㈪
〜
５
日

㈬
・
11
日
㈫
〜
15
日
㈯　

午
前
６

時
〜
午
後
10
時

＊
い
ず
れ
の
日
も
正
午
〜
午
後
１

時
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

訓
練
部
隊　

第
７
・
11
師
団
、
第

１
戦
車
郡
、
後
方
支
援
隊

実
施
場
所　

島
松
演
習
場

問
合
せ　

防
衛
担
当
（
内
線
７
３
２
）

　

外
国
人
の
不
法
滞
在
・
不
法

　

就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！

　

平
成
13
年
以
降
、
道
内
の
外
国

人
犯
罪
の
検
挙
が
急
増
し
、
そ
の

約
４
割
が
不
法
滞
在
者
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
外
国

人
犯
罪
の
組
織
化
が
進
み
、
北
海

道
で
も
暴
力
団
と
外
国
人
組
織
に

よ
る
犯
罪
が
摘
発
さ
れ
、
外
国
人

犯
罪
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
間
の
友
好
を
妨
げ
る
「
犯

罪
の
国
際
化
」を
防
ぐ
た
め
に
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
、
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

札
幌
方
面
厚
別
警
察
署

（
☎
896
〜
０
１
１
０
）

　

離
岸
流
に
注
意

　

海
岸
に
向
っ
て
強
い
風
が
吹
く

と
、
波
が
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ

⑬

ま
す
。海
岸
に
流
れ
着
い
た
波
は
、

岸
と
平
行
に
流
れ
、
そ
の
ぶ
つ
か

り
合
っ
た
と
こ
ろ
で
沖
合
に
強
く

流
れ
出
し
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
離

岸
流
と
言
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
の

中
に
い
る
と
気
付
か
ず
に
沖
に
流

さ
れ
、
し
ば
し
ば
事
故
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
石
狩
湾
の
沿
岸

部
に
も
離
岸
流
が
発
生
し
ま
す
。

　

も
し
離
岸
流
に
流
さ
れ
た
ら
、

慌
て
る
こ
と
な
く
、
海
岸
と
平
行

に
泳
い
で
く
だ
さ
い
。
離
岸
流
の

幅
は
約
10
メ
ー
ト
ル
〜
30
メ
ー
ト

ル
な
の
で
離
岸
流
か
ら
離
れ
岸
に

向
っ
て
泳
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

問
合
せ　

小
樽
海
上
保
安
部
（
☎

０
１
３
４
〜
27
〜
６
１
６
６
）

　

行　

政　

相　

談

日
時　

７
月
11
日
㈫　

午
後
１
時

〜
４
時

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

内
容　

住
宅
・
道
路
・
年
金
・
環

境
衛
生
な
ど
、
国
の
行
政
機
関
や

特
殊
法
人
（
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
公

庫
・
公
団
）
の
仕
事
に
対
す
る
苦

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
一
言

環　

境　

課

内
線
８
２
２

開校式

開校記念事業
　　　　　　　　　　アテネオリンピックに
　　　　　　　　　　出場した北広島市出身
　　　　　　　　　　の梅村礼さんによる卓
　　　　　　　　　　球指導！　参加をお待
　　　　　　　　　　ちしています。

７/28金9:30 ～
青少年のスポーツの普及と次代のアスリート、
そして指導者を育成する総合的なアカデミー
を開校します。

７/28金13:00 ～ 15:00

（写真）講師の梅村礼さん

ごみの
　収集と

＊ごみの減量と資源化の推進にご協力ください＊

●ペットボトルは、出す前に必ずキャップをはずす
　ペットボトルは本体とキャップの材質が異なるため、一緒にリサイクルす
ることができません。リサイクルセンターではペットボトルのキャップをは
ずすのに手間が掛かり困っています。ペットボトルは軽く洗ってびん・缶の
方へ、キャップはプラスチック製容器の方へ入れてください。
●プラスチック製容器と、びん・缶・ペットボトルは分別する
　プラスチック製容器の袋にペットボトルが混じっていることがあります。
ペットボトルはびん・缶と一緒の袋に入れてください。
●びん・缶・ペットボトルは洗浄する
　びん・缶・ペットボトルは必ず軽く洗って出してください。中身が残って
いるものをきれいな容器と同じ袋に入れると、ほかの容器も汚れ普通ごみに
なってしまいます。
●古新聞・古雑誌・段ボール・紙パック・空きびん・空き缶などは
　集団資源回収を利用する
　自治会・町内会やＰＴＡなどが行っている集団資源回収を利用すると、資
源回収業者への売却代金のほかに市からの助成もあります（助成を受けるに
は団体登録が必要）。古布や鉄くずなどを回収してくれる業者もあります。
●リサイクル識別マークに注意して分別する
　資源となる容器・包装ごみには識別マーク（７種類）が表示されています。
　

　   問合せ
廃棄物対策課
   （内線 606）

あなたの
ための

　  ■問合せ■
市民課（内線 709）

７月から免除制度が変わります！
多段階の一部免除（一部納付）の免除制度がスタートします。
保険料（平成 18 年度は月額 13,680 円）の支払いが経済的に
困難な場合は、「全額免除または一部納付制度」をご利用く
ださい。
■免除の対象となる人

単身世帯 2人世帯
（夫婦たけ）

4人世帯
（ 夫 婦・16 歳
未満の子２人）

全額免除 57万円
（122 万円）

92 万円
（157 万円）

162 万円
（257 万円）

4分の 3免除
（4分の1納付）

93 万円
（158 万円）

142 万円
（229 万円）

230 万円
（354 万円）

半額免除
（半額納付）

141 万円
（227 万円）

195 万円
（304 万円）

282 万円
（420 万円

4分の 1免除
（4分の3納付）

189 万円
（296 万円）

247 万円
（376 万円）

335 万円
（486 万円）

●前年の所得が一定
　以下の人
　（右表参考）
●生活保護法による
　生活扶助以外の扶
　助を受けている人
●障がい者か寡婦で
　前年の所得が 125
　万円以下の人
●災害や失業などの
　理由により、保険
　料を納めるのが著
　しく困難な人

所得の目安

＊（　）は収入です。
＊申請者本人のほか配偶者・世帯主の所得も基
準の範囲内であることが必要です。

■免除された後に納付する保険料
該当する免除 支払う保険料
全額免除の人 （保険料納付なし）0円
4分の 3免除の人 （４分の１納付）3,470 円
半額免除の人 （半額納付）6,930 円
4 分の１免除の人 （4分の３納付）10,400 円
＊全額納付した場合は、保険料は 13,860 円です。

■免除された期間の
　　　老後の年金額
●全額免除
　→満額の 3分の 1
　　を受給
● 4 分の 3免除
　→満額の 2分の 1
　を受給
●半額免除
　→満額の 3分の 2
　を受給
● 4 分の 1免除
　→満額の 6分の 5
　を受給
＊全額納付の場合は満額を
　受給します。

■免除された期間の取り扱い
●いずれの免除も、受給するために必要な資
　格期間として計算されます。
● 4 分の 3・半額・4分の 1免除は、納める
　べき保険料を納めないと未納と同じです。
●免除を受けてから 10 年以内に一定額を加
　算して納める「追納」をすると、年金額は免
　除当時納めていたものと同じく扱われます。

情
や
要
望

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　

心
配
ご
と
悩
み
ご
と
相
談

　

相
談
員
が
親
身
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
。

　

☎
３
７
２
〜
１
６
４
０

日
時　

７
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
、
８
月
１
日
の
各
火
曜　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

社
協
心
配
ご
と
相
談
所（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

市
制
施
行
　周
年
記
念

　
「
標
語
」
の
募
集

　

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
10
周
年
を
祝

し
た
「
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
作
品
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
行
事
な
ど
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

テ
ー
マ　

市
制
10
周
年
に
対
す
る

思
い
や
、
市
の
未
来
に
向
け
て

字
数　

15
字
以
内

募
集
期
間　

７
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

＊
採
用
さ
れ
た
作
品
に
は
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、直
接
か
郵
送（
〒

061
〜
１
１
９
２
住
所
不
要
）、
電

子
メ
ー
ル
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スso

um
u@
city.kitahiroshim

a.l

g.jp

）
で
総
務
課

問
合
せ　

総
務
課
（
内
線
７
２
８
）

10

段ボール

紙パック

アルミ缶

スチール缶

ペットボトル

紙包装

プラスチック製
　　　容器包装

市
で
は
７
月
１
日
か
ら
夏
の
軽
装「
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」を
実
施
！　

市
職
員
の
多
く
が
ネ
ク
タ
イ
を
は
ず
し
仕
事
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
職
場
で
も
い
か
が
で
す
か
？　

ニ
酸
化
炭
素
を
低
減
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
冷
房
は
28
度
で
設
定
を
！

エ
コ
ス
タ
イ
ル
で
仕
事
し
ま
せ
ん
か
！

（
ク
ー
ル
ビ
ズ
ス
タ
イ
ル
）

エ
コ
ス
タ
イ
ル
で
仕
事
し
ま
せ
ん
か
！

エ
コ
ス
タ
イ
ル
で
仕
事
し
ま
せ
ん
か
！

（
ク
ー
ル
ビ
ズ
ス
タ
イ
ル
）

（
ク
ー
ル
ビ
ズ
ス
タ
イ
ル
）

暑い夏は

問合せ



２
０
０
６
Ａ
Ｎ
Ａ
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

９
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
の
４

日
間
、
市
内
の
札
幌
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
・
輪
厚
コ
ー
ス
で
、
男
子
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
「
２
０
０
６
Ａ
Ｎ

Ａ
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
」（
全
日
空
主
催
、
北
広
島
市

ほ
か
後
援
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
事
務
局
で
は
、
大
会
の
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。
ゴ
ル
フ
の
知
識
が
な
い
方
で

も
大
歓
迎

日
程　

９
月
14
日
㈭
〜
17
日
㈰（
１

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
）

募
集
業
務　

ス
コ
ア
マ
ー
カ
ー
、

キ
ャ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
整
理
、
練
習
場
係
な
ど

申
込
み　

７
月
21
日
ま
で
に
、
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
希
望
日
を
記
入
し
市
役

所
秘
書
課
内
「
Ａ
Ｎ
Ａ
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
」

（
〒
061
〜
１
１
９
２
住
所
不
要
）

問
合
せ　

秘
書
課
（
内
線
７
２
３
）

＊
こ
の
大
会
で
は
、
18
歳
以
下
の

方
と
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は

無
料
で
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
無
料
券
は
市
役
所
受
付
と
各

出
張
所
、
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
が
対

象
で
す
。（
65
歳
以
上
の
場
合
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血
し
た

こ
と
の
あ
る
方
）

期
日　

７
月
10
日
㈪

コ
ー
ス　

桜
井
鉄
工
㈱
札
幌
工
場

（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午
前
９
時

〜
11
時
▼
北
広
島
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
（
富
ヶ
岡
）
＝
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
１
時
▼
パ
ブ
コ
北
海
道

（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午
後
２
時

30
分
〜
４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８

０
７
）

　

心
の
健
康
相
談

日
時　

７
月
５
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東

雲
町
４
丁
目
２
）

担
当　

精
神
科
医
師
、
保
健
師

料
金　

無
料

申
込
み　

予
約
制
で
７
月
４
日
ま

で
に
千
歳
保
健
所
（
☎
０
１
２
３

〜
23
〜
３
１
７
５
）

＊
相
談
日
以
外
も
来
所
や
電
話
で

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

　

同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
が
交
流

⑭

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
！

公表します 実施機関
公開請
求・申
出件数

公開請求・申出に対する決定等の内容 不服
申立
て公開 一部

公開
非
公開

存否を明ら
かにしない 取下げ

市長 12 5 6 0 0 1 0
議会 0 0 0 0 0 0 0
教育委員会 2 0 0 1 1 0 1
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0
監査委員会 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価審査委 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 0 0 0 0 0 0 0
消防長 0 0 0 0 0 0 0

計 14 5 6 1 1 1 1

実施機関 開示請
求件数

開示請求等に対する決定等の内容 不服
申立
て開示 部分

開示 不開示 取下げ

市長 8 5 3 0 0 0
議会 0 0 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0 1
公平委員会 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0 0
固定資産評価審査委 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 0 0 0 0 0 0
消防長 0 0 0 0 0 0

計 8 5 3 0 0 1

実施機関
不服申
立て
件数

不服申立てに対する決定等の内容

不適法 容認 決定 取下げ

教育長 1 0 0 1 0
計 1 0 0 1 0

情報公開制度は、市が保有している公文書を市民の
皆さんからの請求により公開（閲覧や写しの交付）
する制度です。市民と行政の信頼関係を深め、公正
な行政の運営を図っていきます。

■情報公開の実施状況■ 2005.4.1　～ 2006.3.31

＊公開請求とは、情報公開条例施行後（平成 11
年 10 月１日以後）に作成・取得した公文書の公
開を請求すること。申出とは、条例施行前の公文
書（永年保存文書を除く）の公開を申し出ること。

＊存否を明らかにしないとは、特定の個人に関す
る特定の事項について公開請求があったとき、情
報が存在することを明らかにしないで、個人のプ
ライバシーが侵害されないようにすること。

公開請求の状況

不服申立ての状況

＊不適法は、行政不服審査法で定める期間を経過
して提起されたときに申立ての却下を決定するこ
と。容認は、実施機関で再度検査・検討した結果、

不服申立て
の請求を容
認する決定
をし、非開
示などの決
定を取り消
すこと。
＊決定は、
不適法・容認の場合を除き、情報公開審査会の答
申を最大限に尊重して不服申立てに対する決定を
することを言います。

個人情報保護の運営状況

■個人情報保護の運営状況■
個人情報保護制度は、個人の権利利益（プライバシー）を保
護するために、個人情報の適性な取扱ルールを定め、市民の
皆さんが自分の個人情報について開示請求・訂正請求・利用
停止等請求などを行うことができる権利を保障する制度です。
市民の個人に関する情報を適性に管理運用しています。
＊開示請求は、市が保有する自分の個人情報の開示を請求
すること。訂正請求は、開示を受けた自分の情報に誤りが
あると認められるときに訂正を請求すること。利用停止等
の請求とは、開示を受けた自分の情報が個人情報保護条例
　　　　　　　　　　　　　に定める収集の制限、利用及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び提供の制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　限に違反し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていると認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きに、その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人情報の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消却・利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の停止など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を請求する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと。

2005.4.1 ～ 2006.3.31

問合せ

情報推進課
内線
766

会
で
体
験
を
語
り
合
い
、
学
ん
だ

り
、
情
報
交
換
を
し
て
、
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
や
家
族
の
悩
み
を
軽

減
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

北
広
島
市
・
恵
庭
市
・
千

歳
市
に
お
住
ま
い
で
、
家
族
の
ひ

き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
方

日
時　

７
月
11
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東

雲
町
４
丁
目
２
）

内
容　

家
族
の
体
験
交
流
と
情
報

交
換

申
込
み　

７
月
10
日
ま
で
に
電
話

で
千
歳
保
健
所
健
康
推
進
課
（
☎

０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５)

　

育
児
交
流
会

対
象　

２
歳
未
満
児
と
そ
の
親

日
程
・
内
容　

７
月
13
日
㈭
＝
赤

ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
・
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、27
日
㈭
＝
離
乳
食
講
座
・

手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
25
組

申
込
み　

７
月
12
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
リ
ハ
ビ
リ
学
習
会

　

生
活
の
工
夫
と
リ
ハ
ビ
リ
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
、
運
動
の
実
際

を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　

北
広
島
市
・
恵
庭
市
・
千

歳
市
に
お
住
ま
い
の
パ
ー
キ
ン
ソ



ン
病
患
者
と
そ
の
家
族

日
時　

７
月
13
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

講
話
・
運
動
の
実
際「
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
方
の
生
活
の
工
夫

と
家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
」　

講
師　

苫
小
牧
保
健
所
作
業
療
法

士　

杉
本
典
子
さ
ん

申
込
み　

７
月
６
日
ま
で
に
千
歳

保
健
所
健
康
推
進
課
（
☎
０
１
２

３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

　

介
護
す
る
家
族
の
つ
ど
い

　

在
宅
で
お
年
寄
り
を
介
護
し
て

い
る
方
や
、
入
院
し
て
い
る
お
年

寄
り
に
つ
い
て
心
配
ご
と
の
あ
る

方
な
ど
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
介
護

の
工
夫
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
13
日
㈭　

午
後
１
時

〜
３
時

会
場　

に
し
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ

ー
（
大
曲
南
ヶ
丘
１
〜
１
〜
５
）

＊
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

に
し
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
370
〜
３
９
２
２
）

　

地
区
健
康
相
談

　

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
、
運
動
や
食
事
、
歯
科
に

つ
い
て
個
別
に
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

日
時　

７
月
20
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

大
曲
会
館

＊
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
み　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線

８
１
１
）

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

〜
水
中
運
動
コ
ー
ス
〜

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
お
お

む
ね
30
〜
65
歳
の
方

＊
プ
ー
ル
に
入
る
こ
と
に
慣
れ
て

い
な
い
方
、
腰
痛
・
膝
痛
な
ど
で

運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
方
、
歓

迎
し
ま
す
。

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
白

樺
プ
ー
ル

定
員　

先
着
15
人

＊
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
か
ら
の
参
加
を
お
勧
め
し

ま
す
。

参
加
料　

５
０
０
円
（
栄
養
講
座

の
試
食
用
弁
当
代
と
し
て
）

講
師　

運
動
講
師
、
保
健
師
、
栄

養
士
、
歯
科
衛
生
士

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
発
行
し
ま
す
）、
水
着
、

水
泳
帽
、
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　

７
月
21
日
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

団
地
団
ら
ん
ネ
ッ
ト
講
演
会

　
「
認
知
症
を
知
る
」

　

団
地
団
ら
ん
ネ
ッ
ト
は
、
団
地

地
区
の
地
域
問
題
解
決
に
向
け
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
認
知
症
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
講
演
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
29
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

認
知
症
ク
イ
ズ
、
講
演
会

（
北
広
島
病
院
脳
神
経
外
科
医
師

高
坂
研
一
さ
ん
）、
紙
芝
居
「
ぼ

く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」、
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
と
団
地
団
ら
ん
ネ
ッ

ト
の
説
明

定
員　

先
着
１
０
０
人

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

み
な
み
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
372
〜
８
１
１
０
）、
高

齢
者
支
援
課
（
内
線
８
１
１
）

〈
市
へ
〉

東
記
念
館
運
営
委
員
会
様

　
　
　

東
記
念
館
に
ピ
ア
ノ
１
台

⑮

全
員
参
加
で
リ
ス
ク
低
減

確
立
し
よ
う
『
安
全
文
化
』

商
業
労
働
課

（
内
線
８
５
７
）

問合せ

　　　　　　　　　＊体温は会場で測ります。
　　　　　　　　　▷持ち物　母子健康手帳

◆３種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳（せき））　
　対象：生後３カ月以上７歳６カ月未満の乳幼児・児童
　　　　（できるだけ２歳６カ月までに接種を４回済ませましょう）

◆２種混合（ジフテリア・破傷風）
　●７月 11日㈫　＊医療機関に電話予約が必要です。
　対象：３種混合の対象者のうち、すでに百日咳にかかった方
　　　　（できるだけ３歳までに接種を受けましょう）　

◆はしか風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）
　対象：第１期　１歳以上２歳未満の幼児
　　　　第２期　就学前の１年間（幼稚園・保育園の年長組）
＊３月まで「はしか」と「風しん」は単独ワクチンでしたが、
４月１日に法が改正され、上記のとおりＭＲワクチンを接種し
ていただくこととなりました。６月２日に再び法改正があり、
この結果、受けられる対象者が一部拡大する見込みです。広報
８月１日号に詳しく掲載しますので、ご覧ください。　
◆ＢＣＧ　＊医療機関に電話予約が必要です。
　対象：生後６カ月未満の乳児
　　　　（生後３カ月からの接種をお勧めします）

◆乳児健診　対象：３・６・10カ月児　
　●７月  ５５日㈬　福祉センター
　●７月  6日㈭　団地住民センター
　●７月 12日㈬　夢プラザ（大曲 370-2）
　▷受付：13:30 ～ 15:00　▷持ち物：母子健康手帳

◆１歳６カ月児健診　対象：平成17年１月生まれ
　の幼児と１歳８カ月までの未受診児
　●７月 26 日㈬　福祉センター
　▷受付：9:30 ～ 11:00
　▷持ち物：母子健康手帳・歯ブラシ・問診票（会場にもあります）

◆３歳児健診　対象：平成15年６月生まれの幼児
　と４歳未満の未受診児
　●７月 19 日㈬　福祉センター
　▷受付：13:00 ～ 14:30
　▷持ち物：母子健康手帳・歯ブラシ・問診票（ない方には郵送します）
　　　　　　　・お子さんの目と耳に関するアンケート・採尿済容器

◆フッ素塗布（料金 500 円）
　●７月 11日㈫　福祉センター
　＊塗布前に必ず歯を磨いてください。　
　▷受付：１歳～２歳５カ月児は 10:00 ～11:30　　　　
　　　　　２歳６カ月～就学前幼児は 13:30 ～ 15:00
　▷持ち物：母子健康手帳・歯ブラシ・タオル　

３種
混合

２種
混合

ＭＲワ
クチン ＢＣＧ

 渡辺小児科 ○ ○ ○ ○
 北広島小児科 ○ ○ ○ ○
 小児科大曲こどもクリニック ○ ○ ○ ○
 輪厚三愛病院 ○ ○ ○ ○
 西の里恵仁会病院 ○ ○ ○
 北広島中央クリニック ○ ○
 さいとうクリニック ○ ○
 大曲ファミリークリニック ○ ○
 川島内科クリニック ○ ○ ○ ○
 道央病院 ○ ○

医療機関

回 日　　程 時　　間 内　　　　　容

１ ８月１日
（火）

12:45
   ～ 15:30

個別相談（血圧・体脂肪測
定）、健康講話、水中運動

２ ８月８日
（火）

12:45
   ～ 15:30

生活習慣病の話・効果的な
運動について（講話と水中
運動）

３ ８月 22 日
（火）

11:00
    ～ 14:30 栄養講座・歯科講座

４ ８月 29 日
（火）

12:45
    ～ 15:30 水中運動・交流会

～ 乳児健診の風景 ～



　
き
た
ひ
ろ
昔
あ
っ
た
と
さ

　
〝
碑
は
語
る　

P
a
rt

２
〞

　

北
広
島
の
郷
土
伝
承
を
伝
え
る

昔
話
展
第
４
弾
。
市
内
に
残
る
数

多
く
の
石
碑
は
、
ま
ち
を
創
っ
た

人
々
の
足
跡
。
碑
が
語
る
声
に
耳

を
澄
ま
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
４
日
㈫
〜
９
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー

参
加
料　

無
料

申
込
み　

社
会
教
育
課
（
☎
内
線

８
９
１
）

　

ぺ
た
ぺ
た
拓
本
教
室

　

石
碑
の
趣
き
深
い
文
字
や
文
様

を
紙
に
写
し
取
る
「
拓
本
」。
開

拓
時
代
か
ら
多
く
の
碑
が
残
る
広

島
神
社
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

日
時　

７
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

広
島
神
社

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

無
料

＊
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
長
靴
着
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

申
込
み　

社
会
教
育
課
（
☎
内
線

８
９
１
）

⑯

親
子
陶
芸
体
験
教
室

　

粘
土
で
夏
休
み
の
工
作
づ
く
り

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
親

日
時　

７
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
15
組

参
加
料　

１
組
１
０
０
０
円
（
粘

土
・
上
薬
代
）

＊
作
品
は
本
焼
き
を
し
て
約
１
カ

月
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

７
月
６
日
ま
で
に
市
教

委
社
会
教
育
課
（
内
線
８
８
９
）

　

家
電
製
品
を
上
手
に
使
っ
て

　

安
全
な
暮
ら
し
を

　

省
エ
ネ
術
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
11
日
㈫　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

定
員　

50
人

講
師　

㈱
東
芝　

星
川
猛
さ
ん

参
加
料　

無
料

申
込
み　

７
月
７
日
ま
で
に
商
業

労
働
課
（
内
線
８
５
８
）

平
成
 年
度

　

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

期
間　

８
月
20
日
〜
平
成
19
年
１

月
28
日
の
12
日
間
（
52
時
間
）

会
場　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー　

か

で
る
２
・
７
（
中
央
区
北
２
条
西

７
丁
目
）

定
員　

先
着
20
人
程
度

受
講
料　

無
料

問
合
せ　

７
月
31
日
ま
で
に
福
祉

課
（
内
線
８
１
２
）

　

す
く
す
く
広
場

〈
大
地
太
陽
森
の
家
保
育
園
〉

対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ

の
親

日
時　

７
月
４
日
㈫　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場　

大
地
太
陽
幼
稚
園
と
保
育

園
の
太
陽
ひ
ろ
ば

内
容　

草
の
園
庭
広
場
で
、
は
だ

し
で
遊
ぶ
、
野
の
草
で
ご
っ
こ
遊

び
、
森
を
散
策
し
て
自
然
に
触
れ
る

定
員　

先
着
10
組

申
込
み　

大
地
太
陽
森
の
家
保
育

園
（
☎
377
〜
１
９
３
３
）

＊
大
曲
通
に
面
し
た
幼
稚
園
の
駐

車
場
が
利
用
で
き
ま
す
。

〈
は
だ
か
ん
ぼ
保
育
園
〉

対
象　

２
〜
５
歳
児
と
そ
の
親

日
時　

７
月
11
日
㈫　

午
前
10
時

〜
正
午

内
容　

ど
ろ
ん
こ
遊
び
と
給
食
会

定
員　

先
着
20
組

申
込
み　

７
月
７
日
ま
で
に
、
は

だ
か
ん
ぼ
保
育
園
（
☎
373
〜
４
８

０
８
）

〈
大
曲
い
ち
い
保
育
園
〉

対
象　

１
歳
６
カ
月
〜
就
学
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
親

日
時　

７
月
12
日
㈬　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場　

大
曲
い
ち
い
保
育
園
園
庭

内
容　

子
育
て
運
動
会

定
員　

先
着
35
組
程
度

申
込
み　

７
月
７
日
ま
で
に
電
話

で
大
曲
い
ち
い
保
育
園
（
☎
377
〜

２
８
２
５
）

〈
大
曲
保
育
園
〉

対
象　

１
歳
６
カ
月
〜
３
歳
児
と

そ
の
親

日
時　

７
月
19
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時

内
容　

夏
の
遊
び
「
シ
ャ
ボ
ン
玉

で
遊
ぼ
う
」

定
員　

先
着
12
組

申
込
み　

７
月
７
日
ま
で
に
大
曲

保
育
園
（
☎
376
〜
２
５
３
７
）

〈
西
の
里
保
育
園
〉

対
象　

１
歳
〜
３
歳
児
と
保
護
者

日
時　

７
月
20
日
㈭　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

内
容　

水
遊
び
・
砂
遊
び
な
ど　

定
員　

先
着
10
組

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
着
替
え

＊
水
や
砂
で
汚
れ
て
も
良
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

西
の
里
保
育
園
（
☎
375

〜
２
１
３
０
）

世
代
間
交
流
・
学
校
週
５
日
制
対
応
事
業

　

大
曲
公
民
館
事
業

〈
世
代
間
生
き
生
き
「
こ
ど
も
囲

碁
」
教
室
〉

　

今
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
頭
脳

第
56
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
７
月
は
強
調
月
間

こ
の
運
動
は
、す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
い
う
全
国
的
な
運
動
で
す
。

福
祉
課

（
内
線
８
０
０
）

問合せ

消費者講座

18



⑰

を
豊
か
に
鍛
え
、
熟
年
は
生
涯
楽

し
め
る
趣
味
で
頭
を
柔
ら
か
く
す

る
時
代
。
囲
碁
の
初
歩
に
挑
戦
し

ま
せ
ん
か
。熟
年
の
方
も
大
歓
迎
。

対
象　

小
学
生
以
上

日
時　

７
月
８
日
〜
22
日
の
各
土

曜　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
全
３
回
）

定
員　

先
着
15
人

申
込
期
限　

７
月
６
日

〈
世
代
間
交
流
創
造
力
ア
ッ
プ「
切

り
絵
折
り
紙
」
教
室
〉

　

子
ど
も
か
ら
熟
年
ま
で
楽
し
み

い
っ
ぱ
い
の
切
り
絵
や
折
り
紙
で

楽
し
く
創
造
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

日
時　

７
月
15
日
〜
29
日
の
各
土

曜　

午
前
10
時
〜
正
午（
全
３
回
）

定
員　

先
着
15
人

申
込
期
限　

７
月
６
日

〈
世
代
間
交
流
う
る
お
い
や
す
ら

ぎ
「
森
は
友
だ
ち
」
教
室
〉

　

心
和
む
木
の
温
も
り
を
味
わ
い
、

木
工
作
品
を
親
子
や
熟
年
の
皆
さ

ん
と
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

日
時　

７
月
28
日
㈮　

午
前
10
時

〜
正
午

定
員　

先
着
15
人

協
力　

北
海
道
森
林
管
理
局
石
狩

森
林
管
理
署

申
込
期
限　

７
月
20
日

〈
世
代
間
交
流
大
い
な
る
発
見「
郷

土
化
石
」
教
室
〉

　

郷
土
北
広
島
の
は
る
か
１
７
０

万
年
前
の
化
石
を
学
び
、
化
石
レ

プ
リ
カ
を
作
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん

か
！　

古
代
へ
夢
は
せ
未
来
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

日
時　

７
月
15
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午　

定
員　

先
着
15
人

申
込
期
限　

７
月
11
日

〈
共
通
事
項
〉

会
場　

大
曲
会
館

受
講
料　

無
料

申
込
み　

大
曲
公
民
館
（
火
曜
〜

土
曜
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
、
☎
377
〜
４
４
１
５
）

市
制
施
行
　周
年
記
念
事
業

　

第
13
回
花
の
ま
ち
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
部
門　

①
個
人
部
門
＝
自
宅

や
そ
の
ほ
か
の
場
所
を
個
人
が
花

で
飾
っ
た
取
り
組
み　

②
団
体
部

門
＝
学
校･

事
業
所･

集
会
所
な

ど
を
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
花
で
飾

っ
た
取
り
組
み　

③
公
共
部
門
＝

道
路
・
公
園
な
ど
を
自
治
会
・
町

内
会
や
グ
ル
ー
プ
が
花
で
飾
っ
た

取
り
組
み　

④
ア
イ
デ
ア
部
門
＝

花
で
街
角
や
街
並
み
を
楽
し
く
美

し
く
す
る
ア
イ
デ
ア

＊
各
部
門
と
も
、
外
か
ら
見
た
と

き
の
美
し
さ
に
配
慮
し
た
花
飾
り

や
花
の
演
出
、
ア
イ
デ
ア
が
対
象

で
す
。

応
募
方
法　

①
・
②
・
③
＝
自
薦
・

他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
（
住
所
・
氏
名
・

花
の
適
期
な
ど
）
を
記
入　

④
＝

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
絵
画
、
イ
ラ
ス
ト
、
文
章

で
表
現
。
い
ず
れ
も
７
月
21
日
ま

で
に
直
接
各
提
出
先
か
郵
送
（
市

役
所
「
花
の
ま
ち
コ
ン
ク
ー
ル
」

あ
て
〒
061
〜
１
１
９
２
住
所
不
要
）

＊
他
薦
の
場
合
は
必
ず
本
人
の
了

承
を
得
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

都
市
整
備
課
か
各
出
張

所
、
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル

フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
応
募
用
紙
は
各
提
出
先
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
応
募
用
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

審
査
期
間　

７
月
26
日
〜
28
日

審
査
基
準　

①
・
②
・
③
＝
花
の

美
し
さ
、
全
体
デ
ザ
イ
ン
、
花
の

植
え
方
、
手
入
れ
や
管
理
、
周
り

の
景
観
へ
の
配
慮
な
ど　

④
＝
内

容
、
実
現
性
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
な
ど

表
彰　

部
門
ご
と
に
優
秀
賞
、
優

良
賞
、
エ
ル
フ
ィ
ン
賞
と
記
念
品

を
贈
呈
。
優
秀
賞
５
回
の
方
に
称

号
「
き
た
ひ
ろ
し
ま
花は

な
し
ょ
く
に
ん

飾
人
」
を

認
定

発
表　

結
果
は
応
募
者
、
推
薦
者

全
員
に
通
知
。
広
報
紙
に
も
掲
載

表
彰
式　

８
月
29
日
㈫　

芸
術
文

化
ホ
ー
ル
活
動
室

問
合
せ　

都
市
整
備
課
（
内
線
７

７
８
）

HIRO  COLLE  2006HIRO  COLLE  2006
ファッションショー

H
IR
O

　

CO
LLE　

2006　

H
IR
O

　
CO
LLE　

2006　

H
IR
O

　

CO
L

９
10
日
開場 13:30
開演 14:00 芸術文化ホール

【入場料】600 円（全席自由）　【チケット取扱】芸術文化ホール

問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）

「絲
ｉｔｏ

・継
ｋｅｉ

」未来にむかって
　　　生まれ変わり
　　　世代を超えて
　　　受け継がれる
テーマテーマ

主催：花ホールスタッフの会
共催：㈶北海道文化財団
　　　芸術文化ホール運営委員会
＊本事業の共催である㈶北海道文化財団
　は道民の文化活動を応援しています。

作品募集
ファッションショーのテーマにちなんで、小さいお子
さんの作品を募集します。
【募集期間】７月１日～８月 15 日（月曜休館）
＊就学前の幼児の作品に限ります。
【応募方法】芸術文化ホールにある応募用紙（スタイ
ル画が印刷されています）を使用してご応募ください。

ファッションショーと「ゆめは  でざいなー !!」のデザ
イン画を芸術文化ホールギャラリーで展示。

【展示期間】９月６日～ 10 日　

脩一朗＆大地脩一朗＆大地
津軽三味線

（火）10 ３ 開場 18:30
開演 19:00
（終演 20:40）

芸術文化ホール

大自然を彷彿させる迫力と軽快なリズム
が醸し出す音色は、人々を魅了します。
津軽三味線のルーツに迫る演奏や和太鼓
との競演。和の真髄を体験してください。

全席指定  前売・当日とも
一般 3000 円・中学生以下 1500 円
芸術文化ホール、大丸・４プラ・
ソーホーズの各プレイガイド、
日本旅行オーエムシートラベル
（7/9 ～）、ローソン各店、ローソ
ンチケット電話予約（☎ 0570-0
00-777  Ｌコード  L-18006）

問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）

＊車いす席をご希望の方は芸術文化ホールまでお問い
合わせください。＊公演終了後臨時バスを運行します。
（21:10 発  輪厚経由大曲行き  路線バス料金）＊託児を
希望する方には、有料であっせんします。（予約制）

平成 18 年度北海道教育委員会
生涯学習振興奨励費補助事業

チ
ケ
ッ
ト

取
扱
所

10

7/8㈯ 10:00 ～ 発売開始



⑱
広報紙に掲載されている写真（本人または家族が写っているもの）を
ご希望の方は、ご連絡ください。無料で差し上げます。

　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
　

                 

見
学
会 

　

市
内
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を

バ
ス
で
巡
る
見
学
会
で
す
。

日
程　

７
月
12
日
㈬
〜
15
日
㈯
の

４
日
間

運
行
コ
ー
ス　

●
午
前
の
部
＝
北

広
島
団
地
・
東
部
地
区　

●
午
後

の
部
＝
北
広
島
団
地
・
大
曲
・
輪

厚
・
西
の
里
地
区

乗
車
場
所
・
時
間　

●
市
役
所
前

午
前
の
部
＝
午
前
８
時
50
分
、
午

後
の
部
＝
午
後
０
時
50
分　

●
Ｊ

Ｒ
北
広
島
駅
東
口
（
芸
術
文
化
ホ

ー
ル
側
）　

午
前
の
部
＝
午
前
９

時
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時　
　

定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
30
人

参
加
料　

無
料

申
込
み　

７
月
３
日
午
前
９
時
か

ら
都
市
整
備
課
（
内
線
７
７
８
）

　

西
部
地
区
生
涯
学
習
振
興
会
事
業

〈
親
子
で
楽
し
む
「
切
り
絵
・
折

り
紙
」
教
室
〉

　

夏
休
み
前
に
親
子
で
楽
し
く
切

り
絵
や
折
り
紙
を
し
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
13
日
・
20
日
・
27
日
、

８
月
３
日
の
各
木
曜　

午
前
10
時

〜
正
午
（
全
４
回
）

内
容　

切
り
絵
・
折
り
紙
と
も
初

心
者
向
け

講
師　

大
曲
公
民
館
長　

三
浦
幹

男
さ
ん

定
員　

先
着
15
人

教
材
費　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

カ
ッ
タ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
板

申
込
期
限　

７
月
11
日

〈
楽
し
く
生
き
る
「
健
康
教
室
」〉

　

心
も
身
体
も
健
康
で
あ
り
た
い
。

こ
れ
は
万
人
の
願
い
で
す
。
今
の

世
の
中
を
上
手
に
生
き
抜
く
す
べ

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
22
日
㈯　

午
後
１
時

〜
３
時

内
容　

体
や
心
の
健
康
を
早
め
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
楽
し
い
日
々
を
送

る
こ
つ

講
師　

ポ
ロ
ナ
イ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長　

高
塚
直
裕
さ
ん

定
員　

20
人

参
加
料　

３
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
期
限　

７
月
20
日

〈
中
高
年
で
も
楽
し
め
る
「
フ
ラ

ダ
ン
ス
講
座
」〉

　

初
心
者
で
も
楽
し
く
踊
れ
る
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
基
本
で
す
。

日
時　

７
月
25
日
、
８
月
１
日
・

８
日
の
各
火
曜　

午
後
１
時
〜
３

時
（
全
３
回
）

内
容　

初
心
者
向
け
レ
ッ
ス
ン

講
師　

ケ
ア
ロ
ヒ
・
イ
カ
ラ
指
導

員　

マ
ー
リ
コ
石
塚
さ
ん

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円

＊
女
性
は
ス
カ
ー
ト
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
20
日

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル･

Ｆ〝
フ
ル
ー

ト
に
よ
る
ミ
ニ･

コ
ン
サ
ー
トV

O
L.9

〝

　

フ
ル
ー
ト
愛
好
者
で
結
成
し
た

『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
Ｆ
』
が
今
年

も
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
気

軽
に
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
！

日
時　

７
月
６
日
(木)　

開
演
午
後

７
時
30
分
（
45
分
間
程
度
）

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

曲
目　

ハ
イ
ド
ン
／
セ
レ
ナ
ー

ド
、
ビ
バ
ル
デ
ィ
／
「
四
季
」 

春 

第
１
〜
３
楽
章
ほ
か

出
演
者　

碓
井
由
美
、風
間
純
一
、

金
子
い
づ
み
、
高
瀬
夕
貴
子

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

碓う
す
い井

（
☎
090
〜
６
８
７

８
〜
３
２
８
４
）

▼
日
本
尊
厳
死
協
会
北
海
道
支
部

北
広
島
地
区
懇
話
会
主
催
〝
講
習

会
「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
（
尊
厳

死
の
宣
言
書
）」〞

　

会
員
以
外
の
方
も
ご
参
加
を
！

日
時　

７
月
４
日
（火）　

午
後
１
時

〜
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

講
師　

北
広
島
地
区
懇
話
会
会
長

川
合
昇
さ
ん

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

岩い
わ
く
ら倉

（
☎
375
〜
３
６
３
３
）

▼ 

く
り
の
木
幼
稚
舎
〝
小
さ
な
絵

本
の
大
き
な
チ
カ
ラ
「
民
話
絵
本

に
ふ
れ
よ
う
!!
」〞

　

ラ
オ
ス
の
方
と
一
緒
に
ア
ジ
ア

の
遊
び
や
、
民
話
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
す
。

対
象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
親

日
時　

７
月
19
日
（水）　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
15
分
（
午
前
10
時
か

ら
受
付
開
始
）

会
場　

輪
厚
保
育
館
く
り
の
木
幼

稚
舎
ホ
ー
ル
（
輪
厚
中
央
４
〜
13

〜
１
）

定
員　

先
着
10
組

参
加
料　

無
料

申
込
み　

事
前
に
、
く
り
の
木
幼

稚
舎（
☎
376
〜
３
９
３
６
、月
・
火
・

木
・
金
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

▼
北
海
道
生
命
保
険
相
談
会
〝
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座　

生
命
保
険
セ

ミ
ナ
ー
「
正
し
い
生
命
保
険
の
選

び
方
」〞

　

今
入
っ
て
い
る
保
険
で
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
な
ど
、
生
命
保
険
の
選

び
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
営

業
・
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。個
別
証
券
分
析
も
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
証
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
９
日
（日）　

午
後
１
時

〜
３
時

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

定
員　

先
着
10
人

参
加
料　

無
料

申
込
み　

７
月
７
日
ま
で
に
阿あ

べ部

（
☎
090
〜
１
３
８
７
〜
６
４
４
１
）

▼
北
広
島
市
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟〝
ラ

ジ
オ
体
操
講
習
会
〞

　

夏
休
み
前
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体

操
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
特
に
自

治
会
・
町
内
会
、
子
供
会
な
ど
で

ラ
ジ
オ
体
操
の
お
世
話
を
す
る
方
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
全

員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

参
加
無
料
。

日
時　

７
月
23
日
（日）　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

＊
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

運
動
に
適
し
た
服
装
と
運
動
靴（
土

足
厳
禁
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

終
了
後
ラ
ジ
オ
体
操
出
席
カ
ー
ド

を
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

北
広
島
郵
便
局
貯
金
保

険
課
鈴す

ず
き木
（
☎
372
〜
２
７
１
８
）

▼ 

北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会〝
学

び
を
考
え
る
映
画
会
〜
「
こ
ん
ば

ん
は
」
上
映
会
〜
〞　

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
由
で
教
育
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
方
た

ち
が
生
き
生
き
と
学
ぶ
夜
間
中
学

を
舞
台
に
、
学
ぶ
喜
び
と
大
切
さ

を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
で
す
。

日
時　

７
月
20
日
（木）　

開
場
午
後

５
時
30
分　

上
映
午
後
６
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人
・
子
ど
も
８
０
０
円

申
込
み　

７
月
10
日
ま
で
に
中な

か
う
え上

（
☎
611
〜
３
４
１
１
）

▼ 

針
と
糸
で
編
む〝
ビ
ー
ズ
ス
テ

ッ
チ
体
験
会
〞

　

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
針
と

糸
で
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
!!

日
時　

７
月
20
日
（木）　

午
後
１
時

〜
３
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

ペ
ヨ
ー
テ
ス
テ
ッ
チ
の
リ

ン
グ

〈
共
通
事
項
〉

会
場　

輪
厚
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

西
部
地
区
生
涯
学
習
振

興
会
（
☎
376
〜
３
９
３
５
）

＊高校生以下・70歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方は
　入場無料です。身分を証明できるものを提示してください。

７月 15日㊏・16日㊐
ギャラリー広場（入場無料）では、
パッティングコンテストや抽選会、
子ども縁日などの催しが行われます！

７月７日㊎・８日㊏・９日㊐午前８時開始
                          （９日は午前７時 30分開始予定）

＊中学生以下、65歳以上の方は入場無料です。
　身分を証明できるものを提示してください。



⑲

材
料
費　

１
２
０
０
円

申
込
み　

田た
が
み上
（
☎
372
〜
１
１
８

３
、
携
帯
090
〜
９
４
３
７
〜
６
６

１
４
）

▼
ヨ
ガ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

　

ヨ
ガ
で
健
康
の
増
進
や
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

７
月
20
日
（木）　

１
回
目
＝

午
後
１
時
〜
３
時
、
２
回
目
＝
午

後
６
時
〜
８
時（
両
方
へ
の
参
加
、

当
日
の
直
接
参
加
も
可
）

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

山や
ま
も
と本
（
☎
373
〜
０
６
４
１
）

▼
サ
ン
キ
ュ
ー
♡
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

日
時　

７
月
25
日
（火）　

午
後
２
時

〜
４
時（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

曲
目　

愛
の
讃
歌
、花
の
よ
う
に
、

ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
ほ
か

演
奏
者　

デ
リ
シ
ャ
ス
、マ
リ
エ
・

セ
レ
ナ
ー
ダ
ス
、
コ
ー
ラ
ス
・
モ

デ
ラ
ー
ト
ほ
か

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

高た
か
だ田

（
☎
372
〜
４
１
８
９
）

▼ 

北
広
島
水
泳
協
会

〈
夜
間
成
人
水
泳
教
室
〉

対
象　

健
康
な
方

日
時　

７
月
29
日
〜
８
月
13
日
の

各
土
・
日
曜　

午
後
７
時
〜
８
時

30
分
（
計
６
回
）

会
場　

白
樺
プ
ー
ル

定
員　

先
着
15
人

参
加
料　

４
５
０
０
円

〈
夏
休
み
小
学
生
水
泳
教
室
〉

対
象　

健
康
な
小
学
生

日
時
・
会
場　

●
７
月
31
日
〜
８

月
４
日
＝
東
部
プ
ー
ル
・
緑
葉
公

園
プ
ー
ル　

●
８
月
７
日
〜
11
日

＝
白
樺
プ
ー
ル　

各
会
場
と
も
午

前
10
時
15
分
〜
11
時
45
分

定
員　

各
会
場
と
も
先
着
25
人

参
加
料　

３
０
０
０
円

〈
共
通
事
項
〉

申
込
み　

７
月
８
日
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
性
別
・
年
齢
・
学
年
・
電
話

番
号
・
希
望
会
場
を
書
き
郵
送
で

成
田
ミ
ツ
子（
高
台
町
５
〜
７
〜
８
）

＊
保
険
料
は
参
加
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

＊
会
場
の
都
合
に
よ
り
日
程
を
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

成な
り
た田
（
☎
373
〜
３
２
３
７
）

＊
市
民
の
た
め
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

指
導
を
７
月
23
日
〜
８
月
６
日
の

各
日
曜
、
午
後
２
時
〜
３
時
に
白

樺
プ
ー
ル
で
開
催
。
参
加
無
料
。

　

募
集
し
ま
す

▼
詩
吟
サ
ー
ク
ル
西
の
里
吟
清
会

　

詩
吟
は
難
し
い
も
の
で
は
あ
り

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
中
止
の
お
知
ら
せ
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日
で
終
了
し
ま

す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
下
記
ま
で
。
問合せ

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談

セ
ン
タ
ー　

 （
☎
０
５
７
０
〜
07
〜
０
１
０
１
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w
w
w
.d
-p
a.o
rg

ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。

自
分
の
音
域
で
お
腹
の
底
か
ら
声

を
出
し
健
康
に
も
最
適
。
楽
し
み

な
が
ら
仲
間
づ
く
り
も
出
来
ま
す
。

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
後
７
時
か
ら

場
所　

西
の
里
会
館

会
費　

月
額
１
５
０
０
円

問
合
せ　

大お
お
す
が

須
賀
（
☎
375
〜
２
３

９
２)

▼
着
物
着
付
け
サ
ー
ク
ル
花
う
さ
ぎ

　

着
物
の
生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

着
物
で
一
緒
に
お
出
掛
け
し
ま
し

ょ
う
。

日
時　

毎
週
水
曜　

午
前
10
時
か

ら
２
時
間
程
度

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

会
費　

１
回
１
０
０
０
円

問
合
せ　

仁に

わ和
（
☎
377
〜
６
７
６

１
、
携
帯
090
〜
９
７
５
７
〜
５
２

１
３
）

▼
北
広
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
、
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
、
各

種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
入
会
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

会
費　

年
２
０
０
０
円

問
合
せ　

須す
が
わ
ら

賀
原
（
☎
376
〜
２
８

８
９
）

シリーズシリーズ北広審美堂   美術館 身近で活躍する芸術家展“北広審美堂”の第６弾。今回
は札幌市在住の画家、大井戸百合子さんの原画展を開催
します。「マレーシアの街角」と題して、2003 年５月か
ら 2005 年７月までの間、北海道新聞で連載された作品
を中心に紹介します。

と　き

ところ

７月 26 日㈬～８月６日㈰　10:00 ～ 18:00
　（初日は 13:00 から・最終日は 15:00 まで）
芸術文化ホールギャラリー

大井戸百合子プロフィール　～　おおいど・ゆりこ　札幌市生まれ。1966 年北海道教育
大学札幌分校特設美術科を卒業。マレーシアの街や人を題材にした作品を数多く発表して
いる。絵本に「ぼくとアルベスにいちゃん」（福武書店 1985 年刊）などがある。

＊入場無料

主催：図書館フィールドネット

広
報
原
稿
の
締
め
切
り
は
、
８

月
15
日
号
は
７
月
15
日
ま
で

に
、
９
月
１
日
号
は
８
月
１
日

ま
で
で
す
。

「ふれあい通信」はサークルの会員募集や行事のお知らせにご利用ください。ただし、サークルの会員募集は６カ月に一度の掲載に限らせていただきます。
行事のお知らせ・会員募集とも、文章表現をできる限り短くし、対象・日時・場所・会費・問合せ先などを項目別に書いてください。なお、編集上表現を短
くすることがあります。



　

５
月
20
日
、
道
道
札
幌
恵
庭

自
転
車
道
線
（
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ

ー
ド
）
に
道
内
初
の
自
転
車
の

駅
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
の
駅
は
、
エ
ル
フ
ィ

ン
ロ
ー
ド
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置

し
、
北
海
道
が
設
置
し
た
も
の

で
、
ト
イ
レ
や
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、

自
動
車
用
駐
車
場
、
自
転
車
の

練
習
広
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
る
の
で
、

天
気
の
良
い
日
に
は
気
軽
に
出
掛
け
て
み
る
の
も

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

　

新
し
い
畳
の
に

お
い
が
す
る
静
か

な
和
室
に
は
、
日

本
独
特
の
雰
囲
気

と
お
抹
茶
の
香
り

が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夢
プ
ラ
ザ
で
は

毎
月
第
４
木
曜
に
、

地
域
活
動
と
市
民

を
つ
な
ぐ
『
ふ
れ

あ
い
デ
ー
』
が
ス
タ
ー
ト
。
第
１
回
目
は
、
表
千

家
工
藤
和
代
社
中
の
お
茶
席
と
大
曲
相
撲
甚
句
会

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
茶
席
は
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
受
け
ら
れ
、

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
参

加
者
も
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
、
西
の
里
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足
し
ま

し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
地
域
の
防
犯
活
動
や
交
通
事
故
防

止
を
図
る
た
め
、
青
色
灯
搭
載
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
、
街
頭

啓
発
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
厚
別
警
察
署
長
や
市
長
、

西
の
里
地
区
の
防
犯
や
交
通

安
全
関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
、

力
強
く
今
後
の
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

青
色
灯
搭
載
車
は
、
今
日

も
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

５
月
24
日
、
さ

と
み
市
民
農
園
内

の
実
習
ほ
場
で
、

市
民
農
業
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、

４
月
か
ら
９
月
ま

で
９
回
行
わ
れ
、

こ
の
日
は
前
２
回

の
講
座
で
学
ん
だ

知
識
を
実
地
に
移
す
た
め
、
初
め
て
外
に
出
た
３

回
目
。
参
加
し
た
市
民
14
人
は
、
畑
の
設
計
を
行

い
、
ジ
ャ
ガ
芋
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
大
根
・
キ

ャ
ベ
ツ
・
ト
マ
ト
な
ど
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
秋
に
は
、「
お
い
し
い
野
菜
が
食
べ
た

い
」と
願
っ
て
、農
作
業
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
し
た
。

夢プラザ『ふれあいデー』がスタート 自
転
車
の
駅
オ
ー
プ
ン

青
色
灯
搭
載
車
は
地
域
の
味
方

市民農業講座

東部中学校３年
中川ももさん

＊
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

⑳

マイ
タウン
ニュース

マイ
タウン
ニュース

連合優勝発表！　歓喜の瞬間
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